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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成26年11月6日(2014.11.6)

【公表番号】特表2014-517101(P2014-517101A)
【公表日】平成26年7月17日(2014.7.17)
【年通号数】公開・登録公報2014-038
【出願番号】特願2014-509351(P2014-509351)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  77/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｇ  77/06    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成26年9月19日(2014.9.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ケイ素１モル当たり少なくとも０．６０モルのＲ１ＳｉＯ３／２単位［式中、Ｒ１は、
１～１０個の炭素原子を有する置換若しくは非置換ヒドロカルビル基、アリール基、カル
ビノール基、アミノ基、又はスルフィド基であり、但しケイ素１モル当たり少なくとも０
．４０モルのＲ１基がプロピル基である］を有するＭＴ－プロピルシロキサン樹脂の形成
方法であって、
　過剰の水中でプロピルトリクロロシランを加水分解して、Ｔ－プロピルシロキサン樹脂
をもたらすことと、
　プロピルトリクロロシランを加水分解することから形成された前記Ｔ－プロピルシロキ
サン樹脂を、ケイ素含有Ｍ－基キャッピング剤でキャッピングして、ＭＴ－プロピルシロ
キサン樹脂を形成することと、
を含み、
　前記ケイ素含有Ｍ－基キャッピング剤が、ケイ素１モル当たり少なくとも０．５０モル
の１官能性単位を含み、
　前記ケイ素含有Ｍ－基キャッピング剤が、トリオルガノシラン、ハロトリオルガノシラ
ン、アルコキシトリオルガノシラン、カルボキシトリオルガノシラン、クロロシラン、ア
ルコキシシラン、ジシロキサン、ジシラザン、及び平均式：

【化１】

［式中、ＺはＣｌ、１～１０個の炭素を有するアルコキシ基、又は１～１０個の炭素原子
を有する置換若しくは非置換ヒドロカルビル基であり、
　各Ｒ４、Ｒ５、及びＲ６は、独立して、１～１０個の炭素原子を有する置換又は非置換
ヒドロカルビル基であり、ＸはＯ又はＮＨであり、ｙは０～１０の範囲である］
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を有する化合物又はその加水分解物から選択される、方法。
【請求項２】
　前記プロピルトリクロロシランを加水分解する工程が、有機溶媒の存在下で実施され、
　前記方法が、前記有機溶媒と代替担体溶媒との間の溶媒交換を実施する工程を更に含む
、請求項１に記載の、ＭＴ－プロピルシロキサン樹脂の形成方法。
【請求項３】
　前記ＭＴ－プロピルシロキサン樹脂が、ケイ素１モル当たり０．０５～０．４０モルの
シラノール基を含む、請求項１又は２に記載の、ＭＴ－プロピルシロキサン樹脂の形成方
法。
【請求項４】
　前記ＭＴ－プロピルシロキサン樹脂が、平均式：
　（Ｒ２

３ＳｉＯ１／２）ａ（Ｒ１ＳｉＯ３／２）ｃ

［式中、ａ＋ｃ＝１という条件で、ａが０．２０未満であり、「ｃ」が０．８０～１未満
の範囲である］
を有する、請求項１～３のいずれか一項に記載の、ＭＴ－プロピルシロキサン樹脂の形成
方法。
【請求項５】
　前記ケイ素含有Ｍ－基キャッピング剤が、下記平均式：
【化２】

［式中、ＺはＣｌ、１～１０個の炭素を有するアルコキシ基、又は１～１０個の炭素原子
を有する置換若しくは非置換ヒドロカルビル基であり、
　各Ｒ４、Ｒ５、及びＲ６は、独立して、１～１０個の炭素原子を有する置換又は非置換
ヒドロカルビル基であり、ＸはＯ又はＮＨであり、ｙは０～１０の範囲である］
を有する化合物又はその加水分解物を含む、請求項１～４のいずれか一項に記載の、ＭＴ
－プロピルシロキサン樹脂の形成方法。
【請求項６】
　前記ケイ素含有Ｍ－基キャッピング剤が、トリメチルクロロシラン又はその加水分解物
を含む、請求項１～５のいずれか一項に記載の、ＭＴ－プロピルシロキサン樹脂の形成方
法。
【請求項７】
　前記ケイ素含有Ｍ－基キャッピング剤が、プロピルトリクロロシランを加水分解する工
程の前に提供される、請求項１～６のいずれか一項に記載の、ＭＴ－プロピルシロキサン
樹脂の形成方法。
【請求項８】
　ケイ素１モル当たり少なくとも０．６０モルのＲ１ＳｉＯ３／２単位［式中、Ｒ１が１
～１０個の炭素原子を有する置換若しくは非置換ヒドロカルビル基、アリール基、カルビ
ノール基、アミノ基、又はスルフィド基であるが、但しケイ素１モル当たり少なくとも０
．４０モルのＲ１基がプロピル基である］を含むＴ－プロピルシロキサン樹脂と、
　ケイ素１モル当たり少なくとも０．５０モルの１官能性単位を含むケイ素含有Ｍ－基キ
ャッピング剤と、
の反応生成物を含む、ＭＴ－プロピルシロキサン樹脂であって、
　前記ケイ素含有Ｍ－基キャッピング剤が、トリオルガノシラン、ハロトリオルガノシラ
ン、アルコキシトリオルガノシラン、カルボキシトリオルガノシラン、クロロシラン、ア
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ルコキシシラン、ジシロキサン、ジシラザン、及び平均式：
【化３】

［式中、ＺはＣｌ、１～１０個の炭素を有するアルコキシ基、又は１～１０個の炭素原子
を有する置換若しくは非置換ヒドロカルビル基であり、
　各Ｒ４、Ｒ５、及びＲ６は、独立して、１～１０個の炭素原子を有する置換又は非置換
ヒドロカルビル基であり、ＸはＯ又はＮＨであり、ｙは０～１０の範囲である］
を有する化合物又はその加水分解物から選択され、
　ケイ素１モル当たり０．２０モル未満の（Ｒ２

３ＳｉＯ１／２）［式中、各Ｒ２が、独
立して、１～１０個の炭素原子を有する置換若しくは非置換ヒドロカルビル基、アリール
基、カルビノール基、アミン基、又はスルフィド基である］を含む、ＭＴ－プロピルシロ
キサン樹脂。
【請求項９】
　前記ケイ素含有Ｍ－基キャッピング剤が、下記平均式：
【化４】

［式中、ＺはＣｌ、１～１０個の炭素を有するアルコキシ基、又は１～１０個の炭素原子
を有する置換若しくは非置換ヒドロカルビル基であり、各Ｒ４、Ｒ５、及びＲ６は、独立
して、１～１０個の炭素原子を有する置換又は非置換ヒドロカルビル基であり、ＸはＯ又
はＮＨであり、ｙは０～１０の範囲である］
を有する化合物又はその加水分解物を含む、請求項８に記載の、ＭＴ－プロピルシロキサ
ン樹脂。
【請求項１０】
　平均式：
　（Ｒ２

３ＳｉＯ１／２）ａ（Ｒ１ＳｉＯ３／２）ｃ

［式中、ａ＋ｃ＝１の条件で、ａは０．２０未満であり、ｃは０．８０～１未満の範囲で
ある］
を有する、ＭＴ－プロピルシロキサン樹脂。
【請求項１１】
　ケイ素１モル当たり０．０５～０．４０モルのシラノール基を含む、請求項１０に記載
の、ＭＴ－プロピルシロキサン樹脂。
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